
草野校区の文化財 I 

草野町は久留米市街地の東部に位置し、東はカッパで有名な田主丸町に接し
びょうぷ きふく

ます。北に筑後川を望み、屏風を立て連ねたような起伏の少ない嶺を持つ耳納連
ほくろく こうそく

山の北麓に、古くは中世の豪族「草野氏」の勢力を背景に筑後国の一大拠点として、

また江戸時代には豊後へ通じる日田街道の宿楊町として栄えました。

また、古代においては、日本で米作りが本格的に始まった、合から2000年前
ひがしもろとみ にてあなじゅうきょ

の弥生時代の遺跡として、東諸富遺跡や吾遺跡から竪穴住居の跡が確認され、当

時よりこの地域に人々が生活していたことが分かりました。次の古墳時代にな
しもばば まえはた

ると下馬場古墳や前畑古墳などの装飾古墳が多く造られ、うきは市域を含めた

耳納北麓に見られる独自の古墳文化を形成しています。

中世の草野一族が活躍した平安時代末から安土桃山時代にかけての約400年
えいこせいすい おもかげ

問における栄枯盛衰の面影は、合なお北麓に営まれる寺院や神社、中世の城跡な
ほっ しん

ど、随所に見ることができます。草野氏の居城である竹井城や発lじ＼城、一族によ
そうけん すさのお

って創建された須佐能哀神社や唇曾｝＼幡宮なとは、現在も地元の氏神として祀
2つ

られています。

現在、「久留米市伝統的町並み保存地区」として江戸時代から近代初期の建造
やまべのみち かげけ

物が整備され、草野の山辺道沿いには鹿毛家住宅に代表される町家の町並みや、

旧草野銀行の建物を活用した草野歴史資料館、病院建物を復元整備した｀辺這
やはさ こうのう

文化館の他、隣り合う矢作地区にも江戸時代から大正時代の地主や豪農たちが
きて

築いた農村集落の町並みが残っています。年1回「まちかと博物館」として、これ

らの建造物が一般公開され、大勢の観光宮で賑わいます。

このように草野校区には、古代から近代にいたる歴史的な風景が地元の皆さ

冒̂lんによって守られてきました。
さんろく

緑豊かな山麓の風景と、歴史的な魅力

が調和した草野校区に、あなたもこの「文

化財マップ』を片手に、ちょっとした時

閻旅行へ出かけてみませんか？
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■こんなにあるぞ！草野校区の文化財■
No. 遺い跡せきの名な前まえ

遺跡の時代 こんな遺い跡セきです

1 
や山ま本もと郡ぐんじ条ょう里り 平安～鎌倉

田んぽや畑を暴盤の目のように区画して整備した、古代

の耕地整理の跡が現代の地形にも残っています。

2 
推すい定ていされる

奈良～平安
筑後国から豊後国（令の大分県）に向かう道が、このルート

古こ代だいの山やさ辺のぺ道みち に推定されます。

3 南はん面めん松まつ遺跡 古墳・鎌倉 草野氏城下町の北端にあり、築つい地じが設けられていたようです。

4 不ふ合こう原ばる遺跡 鎌倉

5 江え下げし小ょう路じ遺跡 鎌倉
竹井城から見下ろす草野町吉木一帯には草野氏が整備し

6 合こう原ばる遺跡 古煩鎌窟
た城下町が広がっており 、この付近には草野氏に仕えた

家”し臣ん団だんの住まいがあったと考えられています。また城下
7 原はらし小ょう路じ遺跡 鎌倉 町の南には草野氏の館（吉よし野の尾おや館かた）がありました。

8 西にし江え下げし小ょう路じ遺跡 鎌倉， 善ぜん長ちょう寺じ遺跡 鎌倉 草野家代々の菩ぼ提だい寺じでした。

10 上かみ江え下げし小ょう路じ古墳 古墳 装飾古墳と伝えられますが、石室は大きく崩くすれています。

1 1 江え下げし小ょう路じ古墳 古墳 納骨堂の北側にある円墳です。

12 合こう原ばる古墳群 古墳 4基の円墳が確認されています。

13 占ふる町まち遺跡 芭填～鎌倉
草野氏の城下町にあたり 、商人や職人の住まいがあった

場所と考えられます。

14 束0/f'し諸もろ冨とみ遺跡 弥生 竪穴住居跡や瀬戸内地方の土器などが見つかりました。

15 吉よし木き古墳群 古壊
下馬揚古墳をはじめ、たくさんの占墳が築かれました。

現在も10基近い占墳が残っています。

16 野のづ付け遺跡 弥生～江戸 いろいろな時代の土器が見つかっています。

17 竹たけ井いじ城ょう 鎌倉～戦国 山の斜面にある草野氏の居城跡で、土ど塁るいや堀ほりの跡が残っています。

18 竹たけ井い城（物見やぐら） 鎌倉～戦国 居城より200m近く高い揚所に設けられた物見やぐらです。

19 宮みや若わか尾お遺跡 不明 時代は分かりませんが、土器などが見つかっています。

20 唐から谷たに遺跡 不明 お寺があったのではないかと考えられています。

21 上かみ0東かしや屋しさ敷選跡 不明 時代は分かりませんが、土器などが見つかっています。

22 な中か浦うら田た選跡 弥生鎌倉 色々な時代の土器などが見つかっています。

23 中なか浦うら田に古墳群 古墳 複数の円墳がありましたが、令は残っていません。

24 山さん王のう山さん古墳 古墳 山王宮の北西にある円墳で、石室は大きく壊れています。

25 達みちの上うえ古墳 縄文～鎌倉 いろいろな時代の土器が見つかっています。

26 鹿か毛げ塚づか古墳 古墳 装飾古墳（円墳）でしたが、合は残っていません。

27 南みなみ屋や敷しき古墳 占墳 須佐能衰神社（お旅所）の下にある古墳です。

28 薬やく 師し下しも北きた古墳 古墳
丸や三角の模様が描かれた装飾古墳でしたが、合は残って

いません。


